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がん情報及び地域がん医療説明会 もしも黒島でがんになったら 概要
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地域の療養情報「おきなわ がんサポートハンドブック」の刊行に際し、本書の活用説明会
を竹富町・黒島で実施した。竹富町におけるがん医療の在り方について、竹富町副長・担当
課長らと協議した。また、講師をされる竹富町立黒島診療所医師とも同様の協議を行った。

■竹富町におけるがん医療の在り方についての協議
（竹富町役場）
日 時：令和元年10月17日（木）11：45～12：10
場 所：竹富町役場 町長室
出 席 者：竹富町 副町長 前鹿川 健一 様

竹富町役場 健康づくり課 課長 上野 エミ 様
竹富町役場 健康づくり課 係長 古見 用介 様
琉球大学医学部附属病院がんセンター センター長 増田 昌人
琉球大学医学部附属病院がんセンター事務補佐員 東 啓子

（竹富町立 黒島診療所）
日 時：令和元年10月17日（木）16：20～17：10
場 所：竹富町立 黒島診療所
出 席 者：竹富町立 黒島診療所 所長 末松 聡史 様

琉球大学医学部附属病院がんセンター センター長 増田 昌人
琉球大学医学部附属病院がんセンター 事務補佐員 東 啓子

■がん情報及び地域がん医療説明会「もしも黒島でがんになったら」
日 時：令和元年10月17日（木）20：05～22：00
場 所：黒島伝統芸能館
参加人数：42人
内 容：(1) 講演「がん情報のさがし方勉強会 in 黒島」

琉球大学医学部附属病院 がんセンター長 増田 昌人
(2) 講演「黒島でできるがん医療」

竹富町立 黒島診療所 所長 末松 聡史 様
(3) 質疑応答
(4) 閉会のご挨拶

竹富町役場 健康づくり課 係長 古見 用介 様

■個別相談
日 時：令和元年10月17日（木） 講演会終了後
場 所：黒島伝統芸能館
相 談 者：なし
※講演会中の質疑応答において、質問が多々あった。



告知ツール（チラシ・ポスター）
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■広報手段 ：竹富町・黒島配布の広報誌へのチラシの挟み込み

役場及び黒島島内へのポスター掲示、
防災無線による島内放送
黒島診療所スタッフによる住民への声掛け



当日スライド表紙など
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アンケート結果 1

参加者42人 アンケート回収28人 アンケート回答率67%
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アンケート結果 ２

５．４の理由を教えてください。

おだやかな気持ちでストレスなく迎えさせたい。

本人が望んでいるから。

身内の気持ちをできるだけ尊重したいので。

淋しい思いをさせたくない。淋しい思いをしたくない。

がんではありませんでしたが、数年前に母を自宅で看取りました。本人が希望するのであれば、
自宅で看取りたいです。

本人の希望が優先されるべき。

ケースバイケースで。

最後の対面をしたい。

本人の希望をかなえたいから。

人の最後の希望であればかなえてあげたいと思う。

その時にならないと分からない。

病院にて治療してもらいたい為、入院希望。

死の判断がむつかしいと思う。

本人の気持ちをくみたい。

他人にめいわくかけたくない。



7

アンケート結果 ３

７．６の理由を教えてください。

自分は家族に迷惑をかけたくない。

家族に負担をかけたくないから。

あまり家族に迷惑をかけたくないので。

家族に迷惑かけたくない。

家族への負担。

その時の状況。

まだわからないです。

親、姉妹など最後を説明してみとりたい気持ちがある。

家族がいない。痛いまま死にたくないので、痛い時のサポートによる。

ピンピンコロリンであればそうしたい。長く入院等であれば、一時帰宅後、最後は病院で、家族
に負担がかからないように。

まだ考えた事がない。

今の時点では考えをまとめていない。家族の事もありますので。

家族に迷惑をかけたくない。

家族がない。

人に世話をかけたくない。

その状況に応じたい。

安心して死ねる。
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アンケート結果 ４
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アンケート結果 ５



当日の様子（意見交換）
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■竹富町におけるがん医療の在り方についての協議

（竹富町役場）
前鹿川 健一 副町長
健康づくり課 上間 エミ 課長
健康づくり課 古見 用介 係長

(竹富町律 黒島診療所）
末松 聡史 先生
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当日の様子(講演会）

質疑応答

■がん情報及び地域がん医療説明会もしも黒島でがんになったら

講演：「がん情報のさがし方勉強会 in 黒島」
琉球大学医学部附属病院がんセンター長 増田 昌人

講演：「黒島でできるがん医療」
竹富町立 黒島診療所 末松 聡史先生

竹富町担当者（ご挨拶）



医療機関への説明会
「ピアサポート活動と

がんについて」
に関する報告書

2019年12月20日

琉球大学医学部附属病院がんセンター
令和元年度 がん患者等支援事業
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地域の療養情報「おきなわがんサポートハンドブック」の刊行に際し、本書の活用説明

会を名護市で実施した。医療機関への説明会「ピアサポート活動とがんについて」におい
て、がん情報のさがし方に加えピアサポートについても講演を実施した。
北部地区におけるがん医療の現状について、学校関係者と協議した。

■医療機関への説明会「ピアサポート活動とがんについて」
日 時：令和元年12月20日（金）13:00～14:30
場 所：北部看護学校 ５階講堂
参加者：北部看護学校生徒及び教職員 全員

（北部看護学校）
日 時：令和元年12月20日（金）14:35～15:00
場 所：北部看護学校
出 席者：北部看護学校 実習調整者 與那覇憲明 様

沖縄県地域統括相談支援センター・ピアサポーター 西村克敏
琉球大学医学部附属病院がんセンター センター長 増田昌人
沖縄県地域統括相談支援センター 事務補佐員 浦崎みゆき

琉球大学医学部附属病院がんセンター 事務補佐員 東 啓子

医療説明会への説明会
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告知ツール（チラシ・ポスター）
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当日スライド



当日の様子

■医療機関への説明会「ピアサポート活動とがんについて」
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